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Biopauseプロジェクト：成層圏における微生物捕獲実験

The Biopause Project: Balloon Experiments to Observe the Upper

Boundary of the Biosphere
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　地球生命圏の上端biopause、あるいは地球／地球外間の生命の流入／脱出の有無を確認することは、生命の

普遍性や起源、進化､分布を理解する上で非常に重要である。地球／地球外間の生命の流入／脱出の有無を確認

する最も直接的な鍵は地球中層大気での生物分布にある。我々は中層大気中での微生物の動態を包括的に理解

するため、JAXA（宇宙航空研究開発機構）の大気球を用いた成層圏微生物採取実験（Biopauseプロジェク

ト）を行っている。2016年度に行った第一回目の大気球実験では、新規開発した降下式インパクター型試料

採取装置を用いた、成層圏微粒子の採取に成功した。また、培養できないものも含めた成層圏微生物数密度の

上限値を世界で初めて観測することに成功した。本講演では、これまでの大気球実験の概要に加え、本年度夏

に実施を目指している大気球実験について報告する。
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